事例　５.３－１　　是正処置報告書（内部監査以外）
	是正処置報告書
	部長
	課長
	作成者

	
	○○.4.14◇◇
	○○.4.13××
	○○.4.13△△

	作成部門：製造課第１係
	作成年月日：○○年４月１２日
	発行番号：０３

	保管場所：製造課長
	保管期間：３年


（記入時期：1-6項は発見時、7項は完了時、8項は効果確認時）
	１．環境異常・問題点内容
工場周辺の側溝に油分が多量に溜まっていた。

	２．環境異常・問題点の指摘（いつ、誰から）
２００５年４月１日　□□部　○○　○○

	３．実施した応急（修正）処置

側溝に溜まっていた油をウエスで回収し、洗剤で洗浄して回収可能な廃水を回収した。亀裂が入った廃油缶と吸着マットを即日新品に交換し、他の缶もチェックし、異常のないことを確認した。

交換した吸着マット、回収したウエス及び廃水は廃棄物処理業者に処理を依頼した。

	４．問題点の原因・調査結果

第１工場の廃油置場の廃油缶に亀裂が入り、油水分離槽に流入した。定期点検が行われておらず、亀裂の発見が遅れ、設置していた吸着マットが吸着し切れなかった油分が流出した。

定期点検について、文書化された手順がなく、人によって定期点検の間隔が異なっていた。

	５．是正処置の内容（再発防止策）

毎日の工場巡視のときに、廃油缶の漏れの有無、油水分離槽の点検を実施することにした。

第2工場にも廃油置場があるので、第2工程の田中係長に是正報告書のコピーを送り、水平展開を依頼した。

	６．手順書等の反映（作成・改訂内容）
毎日の工程巡視の手順書を４月末日までに作成し、上記手順を記述する。

手順書の内容について、５月末までに関連する作業者に教育する。

	７．是正処置の完了報告（上記６が終了した時点で報告）

毎日の工程巡視に関する手順書を作成し、4月２７日に部長の承認を得た。

手順書の内容について、５月２０日に教育を実施した。

	部長
	課長
	担当者
	

	· ○○.5.29

△△
	○○.5.28
××

	○○.5.27

◇◇
	

	８．効果の確認（1年程度経過、仕組みの改善が機能し、発生がない事を確認）
毎日の工場巡視のときに、廃油缶の漏れの有無、油水分離槽の点検がされており、油漏れは発生していない。また、同様のトラブルの発生も無い。

→是正処置は効果ありと判断した。
	部長

	
	○△.4.3

◇◇
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